














 

研究目的 

先天異常児の出生頻度が母親の高令化にともなって急増することが多く疫学調

査により指摘されてきている。この傾向は Down 症候群では周知のとおりである

が,ほかにも E-,D-trisomy や Klinefelter 症候群,Triplo-X 症候群,Triplo-X

症候群など,母親の年令が 35 才,40 才を越えて急激に出生頻度が増加してくる

ことがわかっている o 


